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*p<.05, **p<.01,***p<.001 
 

図 1.母親の養育態度に関わる変数間の関係(パス・ダイアグラム) 

 

注 1：各変数の数値は自由調整済みの R2 の値で，各パスの数値は標準偏回帰係数の値である。 

注 2：実線は正，点数は負のパスを示す。 

 

 

分析の結果から，養育態度の「愛情深い関わり」の生起に影響している要因は，自己受容項

目の「母親としての自己」と「精神的自己」であることが示唆された。また，これらの要因に

は，愛着スタイルが「安定型」であることが影響を与えていることがわかった。江口 (1987)
の研究においても，自己受容の高い，内的に安定した母親は，より適切な養育態度を示すこと

が明らかになっている。さらに，田邊・米澤(2009)の研究でも，対人関係において安定し，感

受性や応答性が高いと自分自身のあるがままの姿を受け入れ，自信を持つことが出来るという

結果が示されている。このことより，安定した IWM を形成していることによって，自分の内

面の特性を受け入れることができ，そのことから生じた自信・安心などによって，母親が安定

するために，子どもと受容的・応答的に関わることができるようになるのではないかと考えら

れる。さらに，「精神的自己」に愛着スタイルの「アンビバレント型」から負の影響が出ていた。

これは，不安定な IWM を元に形成された安定しない対人関係の取り方によって，不安・自己

否定感が生じ，自分の内面の特性を受け入れることができないためではないかと考えられる。 
また，「身体的自己」からは養育態度への影響はみられなかったことから，子どもに対して受
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Research into Nurturing Attitudes of Mothers 
Focusing on attachment styles and self-acceptance of mothers  

 
TAKEUCHI, T., TAINAKA, H. and KAWANO, N. 

 

Abstract 

 
This study was designed to clarify how attachment styles and 

self-acceptance of mothers who have infants affect their nurturing 
attitudes.  The participants were 117 mothers who have infants.  They 
answered a questionnaire about “attachment styles”, “self-acceptance”, 
and “nurturing attitude”.  The result shows that the attachment styles 
affect self-acceptance and that the attachment styles and self-acceptance 
affect the nurturing attitude.  In the self-acceptance factor, accepting 
themselves as mothers and accepting their own personalities have an 
effect on nurturing and responding to their own children acceptably.  
These results suggest the importance of appropriate supports for mothers 
concerning the problems that mothers themselves have.  
 
Key words Nurturing attitudes,  Attachment styles,
Self-acceptance 




